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私は研修生として日本にやって来ました。今

もう二年十か月になりました。あと二か月で中

国へ帰ります。日本での研修生活をふり返る

と、色々なことがありました。沢山の日本人に

助けてもらいました。私にとってすごく沢山の

収穫がありました。その中で一番印象が深かっ

たのは、書道の大塚先生です。先生は背が高く

て、痩せていて、いつもほほえんでいる七十す

ぎの老人です。

日本に来て四ヶ月たったある日、私はいつも

のとおりに日曜日藤枝市へ買い物に行きまし

た。スーパーの向こうに「松雲堂」という店の

看板が見えました。大塚先生は表具師で、その

店のご主人でもありました。店の中には書道の

作品がかけてあるように見えました。私は書道

のことが好きだから、思わず店に入ってしまい

ました。あいさつのあと、先生はとてもうれし

そうに「君は私の店に来た初めての中国人だし、

私と趣味が同じ人だ。」と言った。それから大

変喜んで自分の書道作品を紹介しました。先生

は表具師としてだけでなく、書道の素養も非常

に素晴らしい方です。店は小さいけれど独特の

雰囲気があって、まだ少ししか日本語を話せな

い私でしたが、共通の趣味なので話がはずみま

した。ますます書道に興味が湧いてきたので、

先生と毎週の日曜日の午後店で会う約束をしま

した。日本人にとって時間は貴重なものだと思

います。それを私のためにくれたことが私には

とてもうれしく温かい感じがしました。

それから先生と書道を通した交流が始まりま

した。店に行くといつもお茶とお菓子を出して

くださり、私たちはお茶を飲みながら、色々な

ことを話しました。時々私が書いた字を先生は

直してくださいました。そして私にいつまでも

書道を捨てないように、と真剣な表情で話して

くれました。現代の中国書道について私が先生

に説明してあげることもありました。書道だけ

でなく色々なことを日本語で話しているうち

に、私の日本語は少しずつ上達していました。

ある日曜日、私は風邪をひいたので店に行く

ことができなくて、私は先生に電話をかけまし

た。そうしたら夜先生は私の寮にお菓子と果物

を持って来て下さいました。「君は一人で外国

に暮らして、偉いねえ。薬を飲んで早く元気に

なってね。」私はそれを聞いて涙が自然と流れ

てきました。

しかし私はその後実習先が移動したので、先

生と離れてしまいました。別れの日、先生は自

分が彫った私の名前の印鑑を下さいました。私

も「中日友好」と書いた自分の作品を贈りまし

た。

今は時々電話で先生と話します。先生のお蔭

であれからずっと書道も続けているし、日本の

こともわかってきました。私は心から先生に感

謝しています。日本で書道の縁で先生と出会い

ました。これは夢にも思わなかったことです。

私の人生でずっと忘れられない思い出になりま

した。
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